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◆
ま
ず
、
現
在
進
行
中
の
Ｍ
Ｒ
Ｊ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル

ジ
ェ
ッ
ト
機
の
市
場
動
向
も
合
わ
せ
て

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

福
井　

現
在
開
発
中
の
M
R
J
は
、
リ
ー

ジ
ョ
ナ
ル
ジ
ェ
ッ
ト
機
と
い
う
短
距
離
輸

送
用
小
型
ジ
ェ
ッ
ト
旅
客
機
で
す
。
70
人

乗
り
の
M
R
J
70
と
90
人
乗
り
の
M
R

J
90
の
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
、
2
年

後
の
2
0
1
2
年
に
初
フ
ラ
イ
ト
と
な
り

ま
す
。

　

M
R
J
は
、
太
平
洋
や
大
西
洋
を
越

え
て
飛
ぶ
大
型
旅
客
機
と
は
違
い
、
ハ

ブ
空
港
か
ら
地
方
に
飛
ぶ
飛
行
機
で
す
。

M
R
J
は
、
最
先
端
の
も
の
づ
く
り
技
術

を
使
っ
て
、
次
世
代
の
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
ジ

ェ
ッ
ト
機
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
創
造
す
る

ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
開
発
さ
れ
て
い
る
飛

特 集 4
日
本
の
航
空
宇
宙
産
業
を
支
え
る
も
の
づ
く
り
企
業
① 

三
菱
航
空
機

国
産
旅
客
機
Ｙ
Ｓ

−

11
以
降
40
年
の
歳
月
が
流
れ
た
。
今
、
も
の
づ
く
り
の
航
空
技
術
者
た
ち
が
夢
見
て
い
た

国
産
の
次
世
代
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
ジ
ェ
ッ
ト
Ｍ
Ｒ
Ｊ（M

itsubishi R
egional Jet

）が
い
よ
い
よ
２
０
１
２
年
の
初
飛
行
に
向
け
、

動
き
出
し
て
い
る
。
今
回
は
、
そ
の
開
発
・
販
売
・
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
三
菱
航
空
機
を
取
材
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

福
井 

博
／
三
菱
航
空
機
株
式
会
社
常
務
執
行
委
員
に
聞
く 

 

聞
き
手
：
滑
川
J
C
事
務
局
長

行
機
の
こ
と
で
す
。

　

リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
ジ
ェ
ッ
ト
機
の
マ
ー
ケ

ッ
ト
は
、
今
後
20
年
間
で
現
在
の
約
3

倍
に
な
る
と
予
測
さ
れ
、
中
で
も
70
席
か

ら
90
席
の
ク
ラ
ス
の
機
体
は
、
全
世
界
で

5
0
0
0
機
以
上
の
需
要
が
出
る
と
予
想

1

最
先
端
の
ク
リ
ー
ン
エ
ア
ク
ラ
フ
ト
、
M
R
J
の
飛
ぶ
日

三菱航空機の概要
2008年 3月にMRJの事業化を決定し、次世代小型旅客機プログラム
を立ち上げ、2008年 4月にＭＲＪの開発・設計を担う三菱航空機株式
会社を設立して事業を開始。三菱航空機は、開発・設計、販売、アフター
サービスを行い、実際の航空機の製造は三菱重工が担当する。三菱航
空機は、トヨタ自動車、三菱商事、三井物産、住友商事など日本の名だ
たる企業が出資、資本金1000億円。三菱重工が筆頭株主（64%所有）。

M
R
J
の
模
型
を
前
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
る
福
井
常
務

“時計台”の愛称で親しまれている
三菱航空機本社ビル



  2010 Summer IMF JC   24

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
カ
ナ
ダ
の
ボ

ン
バ
ル
デ
ィ
ア
社
と
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
エ
ン

ブ
ラ
エ
ル
社
の
２
社
が
、
ほ
ぼ
独
占
し
て

い
る
状
況
で
す
。
そ
こ
に
日
本
の
M
R
J

と
中
国
、
ロ
シ
ア
の
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
ジ
ェ

ッ
ト
機
が
参
入
し
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
奪

い
合
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
世
界
で
運

行
し
て
い
る
50
席
機
の

多
く
は
、
座
席
あ
た
り

の
コ
ス
ト
低
減
の
た
め

に
大
型
化
し
て
い
く
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
燃
料
価
格
の
高
騰

と
運
賃
低
下
に
よ
っ

て
、
大
手
エ
ア
ラ
イ
ン

が
運
行
し
て
い
る
低
需

要
路
線
は
子
会
社
等
に

移
管
さ
れ
、
1
0
0
席

超
機
の
一
部
は
小
型
化

し
て
い
ま
す
。
70
～
90

席
の
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
ジ

ェ
ッ
ト
機
市
場
の
３
倍

増
の
予
測
は
こ
の
よ
う

な
理
由
に
よ
る
も
の
で

す
。
L
C
C
と
呼
ば

れ
る
格
安
エ
ア
ラ
イ
ン

で
も
、ま
だ
ボ
ー
イ
ン

グ
7
3
7
や
A
3
2
0

の
1
5
0
席
機
が
多

い
の
で
す
が
、
な
か
な

か
席
の
埋
ま
ら
な
い

大
型
機
よ
り
、
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
ジ
ェ
ッ
ト

機
で
何
回
も
運
ぶ
方
が
経
済
的
で
効
率
的

な
た
め
、
今
後
は
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
ジ
ェ
ッ

ト
機
の
需
要
が
高
ま
る
と
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。

環
境
・
乗
客
・
エ
ア
ラ
イ
ン
に

優
し
い
Ｍ
Ｒ
Ｊ

◆
M
R
J
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
を
お

し
え
て
く
だ
さ
い
。

福
井　

M
R
J
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
は

３
つ
あ
り
ま
す
。
第
１
に
環
境
へ
の
優
し

さ
で
す
。
優
れ
た
燃
費
と
低
騒
音
、
低
排

出
ガ
ス
で
環
境
に
優
し
い
飛
行
機
で
あ
る

と
い
う
点
で
す
。
第
２
に
乗
客
へ
の
優
し

さ
で
す
。
こ
れ
は
乗
る
人
に
と
っ
て
快
適

な
機
内
客
室
を
提
供
す
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
第
３
に
は
エ
ア
ラ
イ
ン
へ
の
優
し
さ

で
す
。
こ
の
飛
行
機
を
使
用
す
る
航
空
会

社
に
と
っ
て
信
頼
性
が
高
く
、
優
れ
た
運

航
経
済
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

M
R
J
は
、
先
進
の
空
力
技
術
、
複
合

材
技
術
に
加
え
て
、
新
型
の
エ
ン
ジ
ン
を

採
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
従
来
機
に
比
べ

20
％
以
上
優
れ
た
燃
費
を
可
能
に
し
て
い

ま
す
。
プ
ラ
ッ
ト
・
ア
ン
ド
・
ホ
イ
ッ
ト

ニ
ー
社
製
の
、
ギ
ア
ー
ド
・
タ
ー
ボ
フ
ァ

ン
形
式
のPurePow

er PW
1000G

エ
ン

ジ
ン
を
搭
載
し
ま
す
が
、
燃
費
に
優
れ
た

こ
の
エ
ン
ジ
ン
が
最
初
に
搭
載
さ
れ
る
の

が
M
R
J
と
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
名
古
屋
―
青
森
間
の
フ
ラ
イ

ト
の
場
合
に
、
燃
料
価
格
の
安
い
現
在
で

も
１
機
当
た
り
年
間
１
億
数
千
万
円
の
経

済
メ
リ
ッ
ト
を
エ
ア
ラ
イ
ン
に
も
た
ら
す

こ
と
に
な
り
、
仮
に
1
0
0
機
体
制
で
運

行
す
る
な
ら
百
数
十
億
円
の
メ
リ
ッ
ト
を

生
み
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

航
続
距
離
は
大
型
機
に
比
べ
れ
ば
短
い

で
す
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
あ
れ
ば
、
パ
リ

か
ら
E
U
域
内
を
す
べ
て
カ
バ
ー
で
き
、

ア
メ
リ
カ
で
あ
れ
ば
、
デ
ン
バ
ー
を
起
点

に
全
土
が
カ
バ
ー
で
き
ま
す
。

　

環
境
面
で
は
、
ま
ず
低
騒
音
が
M
R
J

の
特
長
で
す
。
従
来
の
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
ジ

ェ
ッ
ト
機
に
比
較
す
る
と
、
飛
行
場
周
辺

の
騒
音
の
エ
リ
ア
を
約
半
分
に
抑
え
る
こ

と
が
で
き
、
地
域
住
民
の
方
々
に
も
実
感

し
て
も
ら
え
る
静
か
さ
で
す
。

　

M
R
J
は
、
空
力
設
計
は
も
ち
ろ
ん
、

内
部
構
造
に
も
最
新
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
ハ
イ

エ
ン
ド
の
３
D
C
A
D
、
C
A
T
I
A
に

よ
る
３
D
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
で
内
部
の

配
管
な
ど
も
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
討
さ

れ
た
構
造
に
し
、
整
備
性
を
考
慮
し
て
、

高
い
信
頼
性
と
整
備
性
を
実
現
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、M
R
J
の
フ
ラ
イ
ト
デ
ッ
キ
は
、

高
度
の
安
全
性
を
実
現
す
る
た
め
に
、
パ

イ
ロ
ッ
ト
が
操
作
し
や
す
く
、
デ
ー
タ
の

読
み
取
り
や
す
い
人
間
中
心
設
計
が
さ
れ

て
い
ま
す
。
従
来
の
フ
ラ
イ
ト
デ
ッ
キ
は
、

メ
ー
タ
ー
や
ス
イ
ッ
チ
類
が
非
常
に
多
か

っ
た
の
で
す
が
、
M
R
J
で
は
タ
ッ
チ
パ

ネ
ル
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
中
に
、

MRJ
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コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
最
も
必
要
と
判
断
し

た
情
報
を
ジ
ャ
ス
ト
・
イ
ン
・
タ
イ
ム
で

表
示
す
る
こ
と
で
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ァ
ク

タ
ー
に
よ
る
事
故
を
防
止
す
る
工
夫
を
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
座
り
心
地
が
良
い
シ
ー
ト
と
広

い
ス
ペ
ー
ス
に
よ
る
客
室
の
快
適
さ
も
、

M
R
J
の
大
き
な
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
新
開
発
の
薄
型
の
3
D
ネ
ッ
ト
で
編

ん
だ
シ
ー
ト
を
採
用
、
着
席
時
に
背
中
が

フ
ィ
ッ
ト
す
る
形
状
で
す
。
シ
ー
ト
が
薄

く
な
れ
ば
、
前
の
席
と
の
間
が
多
く
取
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

一
般
に
こ
の
ク
ラ
ス
の
機
体
は
天
井
が

低
く
、
欧
米
人
だ
と
頭
が
つ
か
え
て
し
ま

う
の
で
す
が
、
M
R
J
は
2
メ
ー
ト
ル
4

セ
ン
チ
の
天
井
高
で
、
圧
迫
感
が
な
い
室

内
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
乗
客
か
ら

大
型
を
望
ま
れ
る
オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
ド
・
ビ

ン（
上
部
の
荷
物
入
れ
）は
、
大
型
の
ロ
ー

ラ
ー
バ
ッ
グ
も
収
納
可
能
な
サ
イ
ズ
と
し

ま
し
た
。
機
内
の
オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
ド
ビ
ン

に
荷
物
が
収
納
で
き
れ
ば
預
け
ず
に
搭
乗

で
き
る
の
で
、
乗
客
に
と
っ
て
も
快
適
で
あ

り
、
荷
物
を
ス
ム
ー
ズ
に
積
め
る
と
い
う

こ
と
は
定
時
発
着
率
に
の
向
上
に
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
、
エ
ア
ラ
イ
ン
に
と
っ
て
も

メ
リ
ッ
ト
と
が
あ
り
ま
す
。

三
菱
航
空
機
が
開
発
・
販
売
・
ア

フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
、
三
菱
重
工

が
製
造
を
担
当

◆
三
菱
航
空
機
株
式
会
社
の
沿
革
と
事

業
内
容
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

福
井　

2
0
0
3
年
、
N
E
D
O（
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
）

の
「
環
境
適
応
型
小
型
航
空
機
」
研
究
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
助
成
対
象
に
M
R
J
が
選
定

さ
れ
、
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

も
あ
っ
て
、
2
0
0
8
年
3
月
に
M
R
J

の
事
業
化
を
決
定
し
ま
し
た
。
同
年
4
月
、

M
R
J
の
開
発
・
設
計
、
販
売
、
ア
フ
タ

ー
サ
ー
ビ
ス
を
担
当
す
る
三
菱
航
空
機
株

式
会
社
を
設
立
し
、
事
業
を
開
始
し
ま
し

た
。
機
体
の
製
作
は
、三
菱
重
工
に
発
注
し
、

製
造
し
ま
す
。
日
本
の
航
空
宇
宙
産
業
の

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
と
し
て
、
防

衛
や
民
間
の
航
空
機
分
野
で
培
っ
て
き
た

航
空
機
の
開
発
や
製
造
技
術
力
を
ベ
ー
ス

に
担
当
、
こ
れ
が
Ｍ
Ｒ
Ｊ
を
開
発
・
生
産

す
る
枠
組
み
で
す
。

　

三
菱
航
空
機
は
、
出
資
参
加
企
業
に
、

ト
ヨ
タ
自
動
車
、
三
菱
商
事
、
三
井
物
産
、

住
友
商
事
、
そ
れ
以
外
に
も
東
京
海
上
日

動
、
三
菱
レ
ー
ヨ
ン
、
三
菱
電
機
、
日
揮
、

日
本
政
策
投
資
銀
行
な
ど
日
本
の
主
だ
っ

た
企
業
か
ら
出
資
、
資
本
金
1
0
0
0
億

円
の
会
社
で
す
。
な
お
、
筆
頭
株
主
は

64
%
を
持
つ
三
菱
重
工
で
す
。

日
本
の
航
空
機
発
祥
の
地
盤

◆
こ
こ
東
海
地
方
の
名
古
屋
の
地
に
三

菱
航
空
機
が
設
立
さ
れ
た
背
景
と
意
義

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

福
井　

三
菱
航
空
機
本
社
の
所
在
地
は
、

名
古
屋
市
港
区
大
江
町
の
三
菱
重
工
名
古

屋
航
空
宇
宙
シ
ス
テ
ム
製
作
所
の
一
角
に

位
置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
三
菱
航
空
機
の

本
社
が
あ
る
ビ
ル
は
、
戦
前
か
ら
航
空
機

関
係
者
に
は
「
時
計
台
事
務
館
」と
し
て
知

ら
れ
る
由
緒
の
あ
る
建
物
な
の
で
す
。
こ

の
ビ
ル
で
あ
の
零
戦
や
一
式
陸
攻
な
ど
往

年
の
名
機
が
設
計
さ
れ
た
の
で
す
。
元
々
、

日
本
の
航
空
機
産
業
は
東
海
地
方
で
発
達

し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
戦
前
に
は
、
愛

知
に
中
島
飛
行
機
、
三
菱
重
工
が
、
岐
阜

に
は
川
崎
重
工
が
あ
り
ま
し
た
。
戦
前
の

飛
行
機
は
木
で
作
ら
れ
は
じ
め
ま
し
た
か

ら
木
曽
の
ヒ
ノ
キ
な
ど
飛
行
機
用
の
用
材

が
豊
富
に
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
戦
国
時
代

か
ら
の
武
具
や
甲
冑
づ
く
り
な
ど
匠
の
技

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
が
飛
行
機
産
業

を
生
み
出
す
土
壌
と
な
っ
た
と
言
え
ま
す
。

Ｙ
Ｓ

−

11
以
降
の

国
産
旅
客
機
生
産
の
夢

◆
Ｍ
Ｒ
Ｊ
開
発
を
始
め
た
き
っ
か
け
に

つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

福
井　

国
産
旅
客
機
を
作
る
こ
と
は
、
Ｙ

Ｓ

−

11
以
降
、
40
年
間
の
空
白
が
あ
り
ま

す
。
日
本
は
も
の
づ
く
り
先
進
国
な
の
に

な
ぜ
航
空
機
の
機
体
を
ま
る
ご
と
開
発
で

き
な
い
の
か
と
い
う
思
い
は
ず
っ
と
技
術

者
を
は
じ
め
私
た
ち
航
空
機
産
業
に
働
く

者
に
と
っ
て
胸
の
内
に
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
自
動
車
、
家
電
、
電
子
工

業
な
ど
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
が
国
益
を

多
く
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
次

に
、
原
子
力
、
航
空
機
産
業
が
、
日
本
を

支
え
る
ネ
ク
ス
ト
産
業
と
し
て
あ
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
航
空
機
産
業
は
そ
の
期
待
に

応
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Ｙ
Ｓ

−

11
の
教
訓

　

Ｙ
Ｓ

−

11
は
、
日
本
政
府
と
川
崎
重
工
、

三
菱
重
工
、
富
士
重
工
、
新
明
和
工
業
、

日
本
飛
行
機
、
昭
和
飛
行
機
の
6
社
共
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
半
官
半
民
の
日
本
航

空
機
製
造
株
式
会
社
を
作
り
、
そ
こ
が
、

開
発
、
生
産
、
販
売
、
サ
ポ
ー
ト
を
す
る

フライトデッキ
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
し
た
。
結
局
、
１
８
２

機
作
っ
て
、
最
終
的
に
は
コ
ス
ト
ア
ッ
プ

で
赤
字
が
増
え
、
販
売
後
の
サ
ポ
ー
ト
体

制
も
よ
く
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
Ｙ

Ｓ

−

11
は
1
9
7
1
年
12
月
、
生
産
中
止

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
日
本
の
航
空
機

産
業
は
、
ボ
ー
イ
ン
グ
や
エ
ア
バ
ス
と
共

同
生
産
を
し
た
り
、
防
衛
庁
向
け
の
航
空

機
開
発
を
行
う
こ
と
で
、
技
術
力
を
維
持

し
て
き
た
わ
け
で
す
。

　

飛
行
機
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
は
、
自
分
た
ち

の
手
で
、
自
分
た
ち
の
飛
行
機
を
作
っ
て

大
空
に
飛
ば
し
た
い
、
売
り
た
い
と
い
う

夢
を
ず
っ
と
持
ち
続
け
て
き
ま
し
た
が
、

民
間
旅
客
機
は
開
発
に
一
千
億
円
以
上
も

か
か
る
た
め
、
必
ず
成
功
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
重
圧
が
あ
り
、
実
現
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
Ｙ
Ｓ

−

11
の
失
敗
を

繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
は
、
日
本
航
空
機

製
造
の
よ
う
な
寄

り
合
い
所
帯
で
は

な
く
、
ひ
と
つ
の

会
社
が
き
ち
ん
と

責
任
を
も
っ
て
開

発
す
る
方
が
い
い

と
い
う
こ
と
で
三

菱
航
空
機
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

民
間
航
空
機
は

厳
し
い
事
業
で
す

が
、
成
功
す
れ
ば

航
空
機
産
業
は
波
及
効
果
が
大
き
い
た
め
、

日
本
の
国
益
、
産
業
に
と
っ
て
も
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
M
R
J
で
培
っ

た
技
術
が
他
の
事
業
分
野
に
波
及
し
て
い

け
ば
、
日
本
全
体
の
技
術
的
な
底
上
げ
に

つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

小
型
ジ
ェ
ッ
ト
旅
客
機
市
場
参
入

の
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス

　

２
０
０
３
年
前
後
か
ら
、
環
境
に
優
し

い
民
間
の
小
型
ジ
ェ
ッ
ト
機
の
開
発
を
検

討
し
は
じ
め
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
一
方
で

ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
だ
と
い
う
認
識
が
あ
っ

た
こ
と
も
事
実
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ

か
ら
5
0
0
0
機
と
増
え
る
リ
ー
ジ
ョ
ナ

ル
ジ
ェ
ッ
ト
機
市
場
に
、
今
打
っ
て
出
な

け
れ
ば
、
カ
ナ
ダ
の
ボ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
社

と
ブ
ラ
ジ
ル
の
エ
ン
ブ
ラ
エ
ル
社
２
社
が

市
場
を
埋
め
て
し
ま
い
、
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル

ジ
ェ
ッ
ト
機
市
場
が
今
の
エ
ア
バ
ス
、
ボ

ー
イ
ン
グ
の
よ
う
な
寡
占
状
態
に
な
っ
て

し
ま
い
、
日
本
が
入
る
余
地
が
も
う
な
く

な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
我
々
は
、
こ

の
5
0
0
0
機
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
何
と
か

1
0
0
0
機
を
M
R
J
と
す
る
べ
く
努
力

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
M
R
J
の
注
文
は
、

全
日
空
か
ら
オ
プ
シ
ョ
ン
の
仮
発
注
を
含

め
て
25
機
、
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
ス
・
ス

テ
ー
ツ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
（
T
S
H
）
か

ら
確
定
が
50
機
、
オ
プ
シ
ョ
ン
が
50
機
で

1
0
0
機
、
ト
ー
タ
ル
で
1
2
5
機
の
注

文
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

2
0
1
2
年
第
2
四
半
期
に

初
飛
行
、
１
号
機
は
全
日
空
に

2
0
1
4
年
第
１
四
半
期
に
納

入
の
計
画
で
す
。

世
界
の
航
空
史
の
新
し

い
１
ペ
ー
ジ
を
拓
く

◆
Ｍ
Ｒ
Ｊ
の
開
発
・
生
産
に

は
、
よ
り
高
度
な
安
全
性
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
た
め
に
労
働
者
一
人
ひ
と

り
の
専
門
技
術
の
向
上
や
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
が
不
可
欠
で
す
。

人
材
の
育
成
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
の
向
上
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
向
上
へ
の
対
策
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

福
井　

旅
客
機
開
発
に
は
、
莫
大
な
資

金
に
加
え
て
、
た
く
さ
ん
の
マ
ン
パ
ワ

ー
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
今
当
社
だ
け

で
約
9
7
0
人
の
人
が
働
い
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
以
外
に
も
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
や

装
備
品
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
人
が
技
術
を
持
ち
寄
っ
て
で
き
る
の
が

航
空
機
事
業
で
す
。
こ
の
た
め
、
た
く
さ

ん
の
人
た
ち
が
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
よ
く
働
け

る
よ
う
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
こ
と
も
大
切

な
の
で
、
朝
礼
、
昼
礼
時
に
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
「
飛
ば
そ
う
夢
を
！
羽
ば
た
こ
う
世
界本社内に展示されているMRJ（前部実物大）モックアップ

福
井
常
務
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へ
！
」
を
全
員
で
唱
和
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
単
な
る
標
語
で
は
な
い
の
で
す
。
事

実
、
M
R
J
の
開
発
は
世
界
の
航
空
史
の

1
ペ
ー
ジ
を
新
た
に
拓
く
作
業
な
の
で
す

か
ら
、
そ
の
こ
と
を
一
人
ひ
と
り
が
自
覚

す
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。
だ
か
ら
我
々

は
、
新
人
、
キ
ャ
リ
ア
を
問
わ
ず
新
し
く

採
用
さ
れ
た
社
員
に
対
し
て
は
「
あ
な
た

方
は
日
本
の
航
空
機
の
歴
史
を
創
っ
て
い

る
の
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
正
に
、
今

日
本
の
航
空
機
の
未
来
を
切
り
拓
い
て
い

る
わ
け
で
、
そ
の
大
き
な
実
績
と
や
り
が

い
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

人
の
育
成
も
大
事
な
課
題
で
す
。
三
菱

航
空
機
で
は
、
M
R
J
の
生
産
を
担
当
す

る
三
菱
重
工
の
航
空
機
部
門
の
技
術
教
育

に
一
緒
に
参
加
し
て
教
育
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
入
っ
て
く
る
新
人
に
は
、
3
年
間

の
育
成
計
画
を
立
て
、
そ
の
中
で
指
導
員

が
つ
い
て
現
場
で
の
O
J
T
を
行
っ
て
い

ま
す
。
指
導
に
は
、
三
菱
重
工
で
民
間
航
空

機
、
防
衛
関
係
に
携
わ
っ
て
き
た
先
輩
技

術
者
た
ち
が
当
た
っ
て
い
ま
す
。

サ
ポ
ー
ト
体
制
の
整
備
が
課
題

◆
三
菱
航
空
機
と
し
て
の
今
後
の
展
望

や
課
題
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

福
井　

自
動
車
は
4
～
5
万
点
の
部
品
か

ら
出
来
て
い
ま
す
が
、
航
空
機
は
約
百
万

点
の
部
品
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。
飛
行
機

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
お
客

様
か
ら
部
品
の
請
求
が
あ
っ
た
時
に
、
迅

速
に
供
給
で
き
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
備

す
る
こ
と
な
の
で
す
。
Ｙ
Ｓ

−

11
が
失
敗

し
た
の
も
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
不
備
が
あ
っ

た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
我
々
が
サ
ポ
ー
ト

体
制
を
き
ち
ん
と
作
れ
る
か
ど
う
か
に
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
否
は
か
か
っ
て
い
ま
す
。

Ｙ
Ｓ

−

11
時
代
の
40
年
前
と
今
で
は
物
流

が
違
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

含
め
て
通
信
も
便
利
に
な
っ
て

い
ま
す
。
モ
ノ
づ
く
り
の
力
、

物
流
の
力
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ

ス
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
つ
つ
、

お
客
様
が
困
っ
た
時
に
は
、
す

ぐ
飛
ん
で
い
け
る
体
制
を
作
る

こ
と
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

　

飛
行
機
の
寿
命
は
長
く
、
例

え
ば
Ｙ
Ｓ

−

11
は
40
年
後
の
今

で
も
欧
州
な
ど
で
就
航
し
て
い

ま
す
。
飛
ん
で
る
以
上
は
部
品

を
供
給
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
生
産
中
止
な
の
で
サ
ポ
ー

ト
で
き
ま
せ
ん
と
言
う
こ
と
は

出
来
な
い
か
ら
で
す
。

　

Ｙ
Ｓ

−

11
以
来
、
日
本
の
会

上；パリのエアショーで使った前後 8席のモックアップ
下：オーバーヘッド・ビン（上部の荷物入れ）

社
が
40
年
間
や
っ
た
こ
と
の
な
か
っ
た
飛

行
機
の
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ポ
ー
ト
を
M
R
J

で
新
た
に
始
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

40
年
前
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
は
い
ま

せ
ん
し
、
物
流
体
制
も
違
っ
て
い
る
た
め
、

全
く
初
め
て
の
こ
と
を
築
き
あ
げ
て
い
く

の
に
等
し
い
仕
事
で
す
。

　

飛
行
機
一
機
を
設
計
し
て
飛
ば
し
、
サ

ポ
ー
ト
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
20
～
30
代

の
若
い
技
術
者
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
経

験
で
あ
り
、
彼
ら
彼
女
ら
に
は
大
変
な
苦

労
を
強
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
彼
ら
彼
女
ら
に
残
す
も

の
は
多
大
な
も
の
が
あ
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。
そ
う
や
っ
て
日
本
の
航
空
機
の
技
術

力
が
上
が
っ
て
い
き
、
10
年
20
年
先
に
、

こ
の
経
験
が
ま
た
花
開
く
こ
と
に
な
る
で

し
ょ
う
。

　

現
代
は
航
空
機
シ
ョ
ー
で
も
、
環
境
が

最
も
大
き
な
キ
イ
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
ま

す
。
燃
費
が
よ
く
、
低
騒
音
・
低
排
ガ
ス

の
環
境
に
や
さ
し
い
M
R
J
は
、
そ
の

意
味
で
最
も
時
代
に
マ
ッ
チ
し
た
飛
行
機

と
言
え
ま
す
。
M
R
J
は
、
就
航
す
る

2
0
1
4
年
時
点
で
も
、
環
境
性
、
経
済

性
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
で
世
界
最
先
端
の
、

環
境
に
や
さ
し
い
ク
リ
ー
ン
な
エ
ア
ク
ラ

フ
ト
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

（
文
責
＝
金
属
労
協
組
織
総
務
局
）
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三菱重工労働組合名古屋航空宇宙システム製作所支部
冨田副執行委員長／清水書記長に聞く

三菱重工労組名航支部が
三菱航空機との間で労働協約を締結

− 休職派遣の組合員の職場環境と労務管理で交渉 −

三菱航空機の労働組合はどのように
なっているのですか？
冨田：３年前に三菱航空機が設立さ
れた時に、社員は、うちの組合員が休
職派遣で行っており、直雇者もいな
いということで、三菱重工労組名航
支部の方から三菱航空機の経営側に
対して、申し入れて労働協約を結ん
で、36協定とか経営協議会を直接や
らせてもらっています。少し特殊な
のですが、そういうやり方をしてい
ます。

そういう意味で、労働組合としても
新たな課題を抱えるわけですが、こ
れからの対応についてはどう考えら
れていますか？
冨田：一つの新たな課題としては、
三菱重工としても子会社、分社化し
たところがいくつかあるのですが、
そこに三菱重工の組合として労働協
約を結んで入り込んだケースは、こ
の三菱航空機の例が初めてのことで
す。他の事業所でも分社化されてい
るのですが、直雇者が入る前に先に
労働協約を結んでおかないとうまく
いかない場合が多いので、うちは先
手で締結したわけです。それだから、
組合として職場環境などについても
意見要望をきちんと会社側に言うこ
とができました。労働協約を締結し
ていないと、休職派遣者の場合は、
そういう要望を直接会社の方へ言う
ことは中々できないので、良かった
と思っています。

三菱航空機には職場委員や機関構成
員も配置していますので、懇談会や
委員会の場に出てきてもらって、現
状の要求や要望を言う機会ができま
す。当然会社側も組合を認めてもらっ
たものですから、対等に交渉ができ
ます。ただ、賃金交渉は支部で一括し
てやるので扱いませんが、職場環境
や労務管理などについて交渉したり、
経営概況のチェックなどができます。

よく開発など技術者集団の組合運営
は難しいと言われますが、いかがで
すか？
冨田：そのような場合も確かにあり
ます。
清水：しかしながら、休職派遣で行っ
ている彼らの声を聞きますと、自分
たちの面倒は誰が見てくれるんだと
いう心配は非常にあるようです。開
発物だと、高操業になり、とにかく馬
車馬のように働かさせられるのです
が、自分たちの身体を一体誰が守っ
てくれるのだと不安を持っています。
話し合いの中で、支部が、別会社では
ありますが、三菱航空機と労働協約
を結んで、時間外の管理とか、安全衛
生を含めて職場環境の改善をやらせ
てほしいと申し入れたら、会社側も
承諾してくれたので、休職派遣の人
たちからも安心したとの声が多数寄
せられました。
冨田：一時は36協定を結ぶ時に、私
たちの三菱重工と違う条件をだして
きました。やはり高操業を考えての

三菱航空機株式会社は、三菱重工名古屋航空宇宙システム製作所の敷地内
にある。三菱航空機の取材の後、三菱重工労組名古屋航空宇宙システム
製作所支部を訪問、三菱航空機への労働組合の対応についてお聞きした。

ことでしょう。それはだめというこ
とで重工と横並びにさせました。そ
れから、休職派遣の期間をとりあえ
ず３年という期限を決めさせました。
普通は５年ぐらいが当たり前なのを
３年としました。

これから直雇で入る人も、支部の組
合員ということになるのですか？
冨田：三菱航空機として募集はする
のですが、入る時には三菱重工の社
員として入社してそこから休職派遣
で三菱航空機にいくようにしていま
す。航空機業界内の他の製造・修理、
運行の企業からもキャリアで三菱航
空機に入る場合がありますが、その
場合も三菱重工の社員として入りま
す。

今後の三菱航空機の労働組合から見
た課題は何かありますか？
冨田：資格制度の導入は今後の課題
の一つです。航空機など高度の安全
性が求められる職場においては、何
百人もの人命がかかっているので、
スクリューひとつにしても締め忘れ
ましたで済む問題ではないのです。
その責任の重さに対してどういう処
遇にしていくかが問われています。
（文責・編集＝金属労協組織総務局）

冨田副執行委員長（右）と清水書記長


